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公民館かながわ ( 2 ) 

平
成
十
八
年
度
の
神
奈
川
県
公
民
館

連
絡
協
議
会
総
会
が、
去
る
五
月
十
七

日
(
水) 、
出
席
者
六
十
三
名
(
委
任
状

二
十一
名
を
含
む)
の
も
と、
平
塚
市
中

央
公
民
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た。

京
副
会
長
に
よ
る
開
会
の
辞
に
続
き、

神
崎
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た。「
原

点
に
立
ち
帰
ろ
う」
と
い
う
こ
と
で、

後
述
の
年
間
活
動
テ
l

マ
に
触
れ、
社

会
教
育
法
第
二
十
条
に
あ
る
n

市
町
村

そ
の
他一
定
区
域
内
の
住
民“
の
持つ

意
味
と、
そ
れ
に
関
連
し
た
w

地
域
課

題へ
の
取
り
組
みu
の
重
要
性
を
再
確

認
し
ま
し
た。

続
い
て、
来
賓
と
し
て
お
越
し
い
た

だ
い
た
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
文
化
財
課
の
中
村
英
二
課
長 、
平
塚

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
部
の
田
中
順

部
長
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た。

議
事
で
は、
平
成
十
七
年
度
事
業
報

告 、
収
支
決
算

・
監
査
報
告 、
十
八
年

度
事
業
計
画
(
案) 、
収
支
予
算
(
案) 、

役
員
につ
い
て
討
議
が
な
さ
れ、
す
べ

て
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た。

十
八
年
度
の
事
業
計
画
で
は、
年
間

活
動
テ
l

マ
につ
い
て、
「
地
域
社
会

の
創
造

・
再
生
を
め
ざ
す
公
民
館
1

教

育
・
学
習
機
関
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ー

を
1」
と
決
定
さ
れ、
主
題
は

昨
年
度
と
同
様
と
し、
副
題
を
昨
年
度

ま
で
の
w
i

育
て

・
結
び

・
広
げ
る
機

能
の
発
揮
iu

か
ら
変
更
さ
れ
ま
し
た。

社
会
教
育
法
の
改
正

・
公
民
館
の
設

置
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
改
正
等

に
よ
り、
家
庭
教
育
の
充
実、
青
少
年

の
健
全
育
成
等
に
関
わ
り
地
域
の
教
育

力
の
創
造

・
再
生
が一
層
求
め
ら
れ
て

い
ま
す。
こ
の
よ
う
な
中 、
公
民
館
に

対
し
て
豊
か
な
地
域
社
会
を
育
む
た
め

に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

が、
反
面 、
公
民
館
が
カ
ル
チ
ャ
ー

セ

ン
タ
ー

化
し
た
り、
貸
し
館
化
し
た
り

す
る
な
ど
公
民
館
本
来
の
活
動
や
機
能

が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す。
ま
た、
指

定
管
理
者
制
度
や
市
町
村
合
併
な
ど、

公
民
館
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し

て
い
ま
す。

昨
年
度 、
横
須
賀
市
で
行
わ
れ
た
関

東
甲
信
越
静
公
民
館
研
究
大
会
で
は、

の購読を!「月刊公民館」
話公民館…9

社団法人全国公民館連合会では、 公民館の
専門誌「月刊公民館」を発行していま す。

昭和33年 の 創刊以来今日ま で、 社 会教育の
さ ま ざ ま な行政課題や国の施策方針をは じ め 、
全国の先進的な公民館の 実践の紹介、 職員の
疑問、 質問に も応え る 公民館職員の必携です。

毎号 タ イ ム リーな特集で、 公民館の現代的
な課題 に 迫り、 幅 広いテ ーマを取り上 げてい
ま す。 ま た 、 「行政 だよりJ I全公連ニュー
ス J Iエル・ネ ッ ト ニュ ース III公民館jなど
も掲載 さ れ ていて、 公民館活動を進 め る うえ
で多 く の 示唆を与え て く れ る 内容 と なってい
ま す。

す でに 購読 さ れ ている 公民館も多 いと 思 い
ま すが、 大勢の公民館関 係 者 に 購読をおすす
め しま す。

定価560円

⑥相法人組公民脳会会

申し込み先
〒105-0001

東京都港区虎ノ 門1-16- 2 
社団法人全国公民館連合会

電 話 03-3501-9666
FAX 03-3 5 01-3481 



公民館かながわ

「
地
域
の
教

育
機
関
と
し
て
の
公
民
館

の
あ
り
方
を
問
う」

と
い
う
テ
l

マ
で

協
議
さ
れ
ま
し
た
が 、

そ
の
成
果
を
踏

ま
え
て 、

「
地
域
の
教

育・
学
習
機
関

で
あ
る
公
民
館
の
存
在
意
義
を
見
直

す」

と
い
う
こ
と
が
年
間
活
動
計
画
の

趣
旨
と
な
っ
て
い
ま
す 。

公
民
館
関
係
事
業
に
つ
い
て
は 、

第

四
十
八
回
神
奈
川

県公
民
館
研
究
大

会

が
来
年一

月
二
十
六
日

(
金)

に
大
井

町
立
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
す 。

な
お 、

今
年
度
は
役
員
の
改
選
期
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が 、

桜
井
照

子
前

副
会

長
が
退
任
さ
れ 、

栗
原
旭
館

長
に
新

副

会
長
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た 。

ま
た 、

異
動
等
に
よ
る
そ
の
他
役
員
の
交
代
が

あ
り
ま
し
た
の
で 、

ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す 。

(
部
会
は

会
長
及
び

副
会

長
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す 。

敬
称
略)

。
会
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神
崎

節
生

(
学
識
経
験
者)

O
副
会
長

森

政
則

(
平
塚
市
立
金
目
公
民
館
主
事)

京

利
幸

(
学
識
経
験
者)

栗
原

旭

(
秦
野
市
立
南
公
民
館

長)

口
監

事

波
塚

浩
司

(
愛
川
町
生

涯
学
習

課
副
主
幹)

小
津

和
彦

(
茅
ヶ

崎
市
立
香
川
公
民
館

長)

長
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であれば、名語障の如何を関わすご加入いただけます.
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長

熊
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崎
市
立
松
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副
部
会
長

大
水

康
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藤
沢
市
村
岡
公
民
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女
主
事

部
会
長

高
橋

直
人
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横
須
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市
生

涯
学
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部
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伊
勢
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中
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「
地
域
に
根
ざ
し 、

地
域
の
未
来
を

担
う
学
校
づ
く
り」

を
め
ざ
し
て

j
大
和
市
立
渋
谷
中
学
校
特
別
教
室
開
放
事
業
i

大
和
市
で
は、
平
成
十
六
年
度
よ
り

大
和
市
立
渋
谷
中
学
校
を
地
域
の
学
習

施
設
と
し
て
開
放
し、
運
営
を
市
民
と

行
政
と
の
協
働
で
行
う
「
渋
谷
中
学
校

特
別
教
室
開
放
事
業」
を
行っ
て
い
ま

す。
こ
こ
で
は、
設
立
後
三
年
間
の
事

業
内
容
や
課
題
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す。

公民館かながわ

渋省中学校建物正面

「
特
別
教
室
開
放
事
業」

大
和
市
で
は、
社
会
教
育
法
第
四
十

四
条
の
定
め
る
「
学
校
施
設
の
社
会
教

育
の
た
め
の
利
用」
の
考
え
方
か
ら 、

昭
和
五
十一
年
度
か
ら
校
庭
や
体
育
館

な
ど
の
「
ス
ポ
ー

ツ
施
設
開
放」
を
市

内
小
中
学
校
二
十
九
校
(
現
在
二
十
八

校)
で
実
施
し
ま
し
た。
平
成
八
年
度

に
は
余
裕
教
室

・
特
別
教
室
開
放
担
当

者
会
議
(
現
在・:
特
別
教
室
開
放
推
進

委
員
会)
を
教
育
委
員
会
内
に
設
置
し、

平
成
十
年
度
か
ら
余
裕
教
室

・
特
別
教

室
開
放
事
業
を
開
始
し
ま
し
た。
平
成

十
五
年
度
ま
で
に
市
内
小
中
学
校
三
校

(
小
学
校
二
校

・
中
学
校一
校)
の
開

放
を
実
施
し
て
い
ま
す。

学
校
の
特
色
を
活
か
し
た
開
放
(
工

作
室
の
電
気
陶
芸
窯
の
開
放
な
ど)
を

併
せ
持つ 、
学
習
セ
ン
タ
ー

や
コ
ミュ

ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
地
域
に

密
着
し
た
使
い
勝
手
の
よ
い
施
設
と
す

る
こ
と
を
目
指
し、
現
在
も
多
く
の
市

民
の
利
用
に
至
っ
て
い
ま
す。

「
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
へ

ー
市
民
協
働
で
の
運
営
i」

渋
谷
中
学
校
開
放
事
業
は、
渋
谷
地

区
土
地
区
画
整
備
に
よ
る
学
校
移
転
に

伴
い、
渋
谷
中
学
校
建
設
研
究
委
員
会

よ
り
提
出
さ
れ
た
「
大
和
市
立
渋
谷
中

学
校
移
転
新
築
工
事
企
画
検
討
書」
の

趣
旨
『
地
域
に
根
ざ
し、
地
域
の
未
来

を
担
う
学
校づ
く

り』
を
目
指
し、
平

成
十
三
年
度
よ
り
事
業
化
の
検
討
を
ス

タ
ー
ト

し
ま
し
た。

事
業
運
営
につ
い
て
は、
渋
谷
き
ん

り
ん
未
来
の
会
(
地
域
市
民
団
体) 、
大

和
市 、
及
び
学
校 、
P
T
A 、
地
域
自

治
会、
地
域
ス
ポ
ー

ツ
関
係
団
体 、
市

関
係
各
課
か
ら
な
る
渋
谷
中
学
校
管
理

運
営
委
員
会
と
の
三
者
の
協
定
に
基
づ

く
協
働
事
業
と
し、
渋
谷
中
学
校
が
生

徒
の
み
な
ら
ず
地
域
住
民
に
と
っ
て
も

学
び
の
場
と
な
り、
ま
た、
生
徒
と
地

域
住
民
と
の
人
的
交
流
を
図
る
こ
と
に

よ
り、
学
校
教
育
活
動
が、
地
域
住
民

の
支
援
の
も
と
で
効
果
的
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
し
た
い
と
い
う
考
え
方
を
基
に

事
業
を
進
め
て
い
ま
す。

「
地
域
と
共
に
歩
ん
だ
三
年
間」

①
生
涯
学
習
ス
ペ
ー

ス
の
設
置
と
地
域

住
民
の
学
習
の
場

渋
谷
中
学
校
の
開
放
は、
学
校
の
開

校
よ
り一
月
遅
れ
の
平
成
十
六
年
五
月

よ
り
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た。
既
存
の
特

別
教
室
開
放
に
は
無
か
っ
た、
読
書
閲

覧
ス
ペ
ー

ス
(
読
み
聞
か
せ
ス
ペ
ー

ス)
・
P
C
端
末
の
開
放

・
児
童・
生

徒
の
居
場
所
ス
ペ
ー

ス
な
ど
を
併
せ
持

つ
「
総
合
学
習
ス
ペ
ー

ス」
を
設
置
し、

乳
幼
児

・
子
ど
も、
そ
の
保
護
者、
高

齢
者
な
ど
い
つ
で
も
だ
れ
で
も
使
え
る

ス
ペ
ー

ス
の
提
供
を
行っ
て
い
ま
す。

特
に
予
約
な
ど
も
な
く
利
用
で
き
る
こ

と
か
ら 、
平
成
十
七
年
度
は
個
人
利
用

者
数
二二 、
五
九
二
人
を
数
え 、
月
平

均
で
千
人
を
超
え
る
地
域
の
方
が
利
用

し
て
い
ま
す。



②
学
校
の
授
業
時
間
帯
か
ら
利
用
可
能

な
ス
ペ
ー

ス
の
設
置

従
来
の
特
別
教
室
開
放
で
は、
学
校

事
情
が
優
先
と
な
る
た
め
に
学
校
授
業

日
は
終
業
後
と
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が、

地
域
の
団
体
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
昼
間

の
活
動
が
で
き
る
よ
う、
開
放
ス
ペ
ー

ス
内
に
「
会
議
室」「
和
室」
を
設
け
全

日
の
開
放
を
行っ
て
い
ま
す。
十
七
年

度
の
団
体
で
の
利
用
件
数
は一 、
二
四

四
件 、
利
用
者
数
は
二
O 、
一
八
O
人

を
数
え
ま
す。

公民館かながわ

� 主議.6、
= 

一

③
児
童
・

生
徒
と
地
域
住
民
と
の
交
流

一

を
図
る
事
業

一

平
成
十
六
年
度
よ
り、
子
ど
も
を
中

一
心
と
し
た
居
場
所づ
く

り
事
業(「
渋
谷

一
き
ん
り
ん
わ
ん
ぱ
く
広
場」)
と
し
て
文

)一
部
科
学
省
「
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事

ω一
業」
を
推
進
し
て
き
ま
し
た。

0文部科学省・ 地域子ども教室推進事業 「渋谷き ん り ん わ んぱく広場j等の行事型事業 一覧

事 業 名 日 時 回 参加者 運 営

親子いけばな教室 第1・4 水曜日 20 280人 3 人・延べ45人15:00�17:00 

映画を見ょう 第2・4 日曜日 23 415人 4 人・延べ50人14:30�16:00 

おはなし会、 ミニおはなし広場 第2 水曜日 115 2，062人 8人・延べ249人15 : 30� 16 : 00他

リコーダー教室 第3 水曜日 9 37人 3 人・延べ33人15:00�16:30 
PC教室、 パソコンで遊ぼう 不定期 12 93人 7 人・延べ42人

子ども母国語教室 毎週 土曜日 49 716人 8人・延べ224人9 : OO� 12 : 00 
武道場で遊ぼう 空室時 ( 問合せ) 6 118人 3 人・延べ15人
f乍って遊ぼう ( 工作、 夏休み学習会、 不定期 34 440人 14人・延べ143人作って食べよう、 地域行事)

きんりん子育てサロン 第3 火曜日 12 252人 6 人・延べ73人10 : 30 � 11 : 30 

安全管理研修講座 7/ 5 ( 火) 2 33人1/31 ( 火)
計 282 4，446人 延べ874人

渋奇きんりんわんぱく広場「子ども母国語教室J

「
今
後
の
課
題」

三
年
の
事
業
運
営
の
中
で
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
課
題
の一
つ
に、
学
校
と

の
更
な
る
「
連
携
強
化」
が
あ
り
ま
す。

開
放
事
業
を
利
用
し
て
い
る
見
童

・
生

徒
の
学
校へ
の
状
況
報
告
の
機
会
を
設

け
た
り、
学
校
行
事
に
参
加・
協
力
し

た
り
す
る
な
ど
今
後
と
も
学
校
開
放
事

業
と
学
校
と
の
関
係
が
密
に
な
る
よ
う

学
校へ
の
働
き
か
け
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す。

五
年
後 、
十
年
後
に
こ
の
協
働
事
業

へ
参
画
で
き
る
人
材
を
地
域
で
育
て
る

と
い
う
思
い
を
持っ
て
事
業
を
進
め
て

い
宇土90



( 6 ) 公民館かながわ

(わが館の自慢事業

相模原市立中央公民館

子育て支援は住民参画で笑いと涙があふれそして温かく…

--r生〈なま)チヤツトしよう」実践報告~

相
模
原
市
立
中
央
公
民
館。
名
前
か

ら
中
央
館
と
し
て
の
印
象
を
受
け
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が、
中
央
地
区
と
い
う

行
政
区
に
あ
る
地
区
館
の一
つ
で
す。

中
央
地
区
は
戦
前
の
軍
都
計
画
で
整

備
さ
れ
た
比
較
的
広
い
幅
員
を
持つ
道

路
が
碁
盤
の
目
状
に
広
が
る
閑
静
な
街

並
み
の
住
宅
街
で
す。
そ
の
当
地
で
最

も
活
気
あ
る
事
業 、
子
育
て
応
援
事
業

「
生
チ
ヤ
ツ
ト」

を
紹
介
し
ま
す。

十
月
に
開
催
す
る
「
生
チ
ャ
ッ
ト」

は、
今
年
で
六
回
目。

こ
の
事
業
の
ね
ら
い
は、
参
加
者
相

互
に
顔
を
合
わ
せ
て
の
交
流
を
軸
に 、

「
自
己
開
示」
と
「
他
者
受
容」
を
経

て
参
加
者
自
身
の
「
自
己
確
立」
を
導

く
と
い
う
も
の
で
す。
こ
の
ね
ら
い
が

達
成
で
き
る
よ
う
に
検
討
を
重
ね 、
①

導
入
②
共
同
作
業
③
交
流
を
具
体
的
に

事
業
の
内
容
に
し
て
い
ま
す。

そ
し
て
こ
の
事
業
の
企
画
者
は
女
性

学
級
と
い
う
事
業
の
後
に
結
成
さ
れ
た

学
習
グ
ル
ー

プ
の
み
な
さ
ん
で
あ
る
こ

と
も
特
徴
の一
つ
で
す。
生
活
者
の
目

線
で
考
え
る
こ
と
を一
番
に 、
気
取
ら

な
い
温
か
み
の
あ
る
配
慮
や、
笑
い
と

涙
を
誘
う
内
容
が
参
加
者
の
満
足
を
誘

っ
て
い
ま
す。

こ
こ
で
少
し
だ
け 、
過
去
の
事
業
内

容
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す。

①
導
入
・

自
己
開
示

初
め
て
の参〆
加
者
同
士
の
顔
合
わ
せ

で
す。
緊
張
感
を
取
り
払
う
た
め
に 、

ジ
ャ

ン
ケ
ン
ゲ
l

ム、
ハ
ン
ド
ゲ
l

ム

な
ど
お
馴
染
み
の
楽
し
い
ゲ
l

ム
を
目

一
杯
繰
り
広
げ
ま
す。

参
加
者
の
感
想
か
ら 、「
初
対
面
の
人

と
も
自
然
な
形
で
交
流
で
き
た」「
楽
し

さ
と
安
心
感
を
実
感」「
こ
の
講
座
の一

員
と
い
う
意
識
が
持
て
た」
等 、
ね
ら

い
に
対
す
る
成
果
が
読
み
取
れ
ま
す。

②
共
同
作
業
・

他
者
受
容

(
親
子
の・
夫
婦
の)
意
思
伝
達
の

難
し
さ
と
大
切
さ
を
情
報
伝
達
ゲ
l

ム

で
実
感
し
て
も
ら
い
ま
す。
聞
き
手
と

伝
え
手
の
情
報
の
差
異
を
題
材
に 、「
私

の
街」
を
他
者
に
言
葉
で
ど
の
よ
う
に

伝
え
ら
れ
る
か
と
い
う
も
の
で
す。

参
加
者
か
ら
は、「
自
分
の
意
見
を
伝

え
ら
れ
た」「
他
人
の
情
報
を
良
く
聞
い

た」
な
ど
の
感
想
の
ほ
か 、「
グ
ル
ー

プ

の
中
で
の
自
分
の
有
り
様
に
気
づ
い

た」「
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
気づ
い
た」
等 、
自
己
を
客

観
的
に
見
る
感
想
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た。

③
交
流
・

自
己
確
立

役
割
演
技
(
ロ
l

ル
プ
レ
イ)
を
介

し
て、
そ
の
立
場
の
人
の
思
い
に
近
づ

き、
理
解
を
深
め
客
観
的
に
他
者
を
体

験
し
ま
す。
「
み
ん
な
迷
女
優
?
名
女

優
!」
と
題
し
各
々
に
用
意
し
た
シ
ナ

リ
オ
に
合
わ
せ
た
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
で

張
り
切っ
て
そ
の
役
を
演
じ
て
も
ら
い

ま
す。
(
す
ご
く
盛
り
上
が
り
ま
す)。

話に集中しています事業の1コマ

本
題
は
そ
の
後 、
演
じ
た
か
ら
こ
そ

気づ
く
自
分
や
他
者
の
思
い
が
話
し
合

い
の
中
で
た
く
さ
ん
語
ら
れ
ま
す。
以

上
が
こ
れ
ま
で
の
本
事
業
の
概
要
で
す。

こ
の
事
業
は
大
変
好
評
で
す
が、
そ

の
成
果
は一
時
の
も
の
で
は
な
く、
事

業
終
了
後
に
参
加
者
が
企
画
側
に
参
画

す
る、
ま
た
は
よ
い
子
育
て
環
境
を
作

る
た
め
の
行
動
を
起
こ
す、
地
域
で
声

を
掛
け
合
う
間
柄
に
な
る
と
い
う
変
容

が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
ま
で
つ
な
がっ

て
い
ま
す。

こ
の
住
民
が
住
民
を
支
え
る
と
い
う

地
域
の
「
応
援
の
連
鎖」
が
こ
の
事
業

の
大
黒
柱
と
なっ
て
お
り、
今
度
は「
パ

パ
チ
ャ
ッ
ト

(
父
親
対
象)」
を
や
り
た

い
と
の
話
を
聞
く
に
つ
れ、
こ
の
こ
と

を
ま
す
ま
す
実
感
し
ま
す。

(
中
央
公
民
館
職
員一
同)
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演
劇
し
ょ
っ

ぷ
大
南
武
線

川
崎
市
多
摩
市
民
館

「
モ
ザ
イ
ク
ア
l
ト
」

サ
ー
ク
ル

寒
川
町
北
部
公
民
館

近い
距
離で
上
演したの
で
すが 、
こ

の
舞
台をご
覧に
なっ
た
川
崎
市中
原

区に
ある
平
和
館での
イベ
ン
ト

「
平

和を
き
ず
く

市
民のつ
どい」
の
実
行

委
員の
方か
ら 、
六
月四
日のつ
どい

に
出
演して
み
ませ
ん
か
?と
お
声を

掛けてい
た
だい
たこ
と
か
らで
した 。

私た
ちは 、
急きょ
グル
ー

プ
を
立

ち上
げ 、
講座の
講
師で
あっ
た
N
P

あきら

O
法
人
演
劇
百
貨
店の
柏
木
陽
さ
ん

のご
指
導を
仰ぎな
が
ら 、
脚
本に
手

直し
を
加え 、
演
劇
『いつ
か
見た
未

来』
を
平
和
館で
発
表し
ま
した 。
さ

ら
にこ
の
と
き 、
次の
公
演の
オファ

ー
が
あ
りま
した 。
一
つ
の
舞
台の
成

功は
次の
舞
台の
扉を
開くと
言わ
れ

ま
すが 、
本
当で
すね 。

私た
ちは 、
グル
ー

プ
と
して
も
演

劇
集
団と
して
も 、
まだ

まだ
未
熟で
すが 、
こ
れ

か
ら
も
市内の
様々
な
場

所で 、
私た
ちがつ
くっ

た
演
劇を
発
表してい
け

た
らい
い
なぁ
と
思っ
て

い
ま
す 。

(
代
表

北
部公
民
館で
「モ
ザ
イク
教
室」

が
開か
れ 、
終
了
後
す
ぐに
サー
クル

が
発
足して
早や二
十
四
年 、
現
在は

十三
名の
会
員で
月一
回の
活
動を
し

てい
ま
す 。
原
恒
夫
先生
(
日
本
芸
術

家
協会
員モ
ザ
イク
作
家)
ご
指
導の

もと 、
発
想も
自
由にタ
イル
の
世
界

を
楽し
ん
でい
ま
す 。
経
験
者も
初
心

者も
同じレベ
ル
で
作
品
作りの
出
来

るこ
と
が
何よ
りも
うれ
しい
こ
と
で

す 。
通
常は
額
絵が
主で 、
下
絵に
合

わせ
て
カ
ラフ
ル
なタ
イル
を工
具で

割り 、
形や
配
色を
考え
な
が
ら
組み

合わせ
て
仕上
げてい
き
ま
す 。
世
界

にたっ
た一
つ
の
自
分だ
けの
作
品が

出
来上
がっ
た
時の
感
動は
作者で
な

ければ
味わ
え
ない
喜び
の
η

時u
で

も
あ
りま
す 。

「
愛知
万
博に
床モ
ザ
イクを
出
品

し
よ
う」
と
平

成
十
六
年六
月

広
報で
参
加
者

を
募
集し 、
総

勢二
十
八
名で 、

デ
ザ
イン
さ
れ

た「宇宙」と「葡

萄」
の
二
枚
の

下
絵に
砕い
た

タ
イル
や
陶
磁

は
じ
め
ま
して
!

私た
ちの
グル
ー

プ
「演
劇しょっ
ぷ
古南
武
線」
は 、

一
今
年四
月に
発
足した
ば
か
りの
で
き

一
た
て
ほ
やほ
やの
演
劇サー
クル
で
す 。

一
今
年一
月か
ら二
月に
か
けて 、
多摩

一
市
民
館で
実
施した
表現・
舞
台
活
動

一

支
援
事業
み
ん
なでつ
く

一
「
J
ろ
う!
「演
劇わl
くしょ

一
一
、E一
つ
ぷ
E」
を
受講したメン

一
一 .
」
パ
l

十
四
人
が
集まっ
て
結

一

語一

成し
ま
した 。
メンバ
ー

の

一
一
f一
年
齢は
十六
歳か
ら
六
十一

一
一
MM一
歳まで
と
幅
広く 、
また 、

一
一
F一
演
劇
経
験
も
人
生
経
験
も

一
一
Je

一

様々
な
個
性
的でユニ
ー
ク

一
一
・
一
なメンバ
ー

が
集まっ
て
お

一
一

圃
一
り 、
明る
く
楽し
くをモツ

一
一
4J一
トl
に
活
動してい
ま
す 。

一
一 .一

私た
ち
が
グ

一

il
ル
l

プ
を
結
成

一
した
きっ
か
けは 、
今
年

一
二
月十九
日に
多
摩
市
民

一
館の
大ホl
ル
で
開
催さ

一
れ
た
「た
ま
ん
ちゅ
交
流

一
集会二
O
O
六」
の
舞
台

一
で
した 。
平
和を
テ
lマ

一
に
した
演
劇
『わ
た
した

)一
ちの
物
語』
を
か

舞
台上

け一
舞
台u
とい
うお
客
様と

器 、
家で
使わ

な
くなっ
た
ド

ピ
ン
や皿
など

を
持ち
込ん
で

作
業し
まもした 。

今まで
と
は

全
く

違っ
た
技

法での
作
業は

大
変で
した
が 、

難し
かっ
た
分

だ
け
作
品の
出
来映え
に
感激 、
「み

ん
なで
万
博に
行こ
う!」
を
合
言
葉

に 、
十七
年五
月 、
二
泊三
日の
「
愛 、

地
球
博」
へ
の
旅は
実現し
ま
した 。

瀬
戸
会
場
中
央
広
場に
約九O
m
四
方

の
作
品が一
六九
枚 、
川の
流れ
を
イ

メ
ー

ジ
した
大理
石の
中に
私達の
作

品も
彩り
良く
見
事に
配
置 、
展
示さ

れてい
ま
した 。

万
博
閉
幕
後 、
関
係
者の
協力を
得

て 、
現
在は
庁
舎の
中
庭に
設
置され 、

多くの
方々
との
思い
出に
触れ
合っ

てい
るこ
と
が
最
高の
幸せ
で
あ
り 、

記念に
な
りま
した 。

毎
年
行わ
れてい
る
公
民
館まつ
り

は 、
会
員の
作
品の
発
表の
場で
あ
り 、

地
域の
人
達と
会
話を
し
な
が
ら
観て

い
た
だ
くの
が
私達の
大き
な
励み
と

なっ
てい
ま
す 。

(
湯
山
久
代)

公民館かながわ

雨
森百
合子)
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一冒

大
井町
教
育
委
員
会生
涯
学
習
課
長

兼中
央公
民
館
長

敏春伊藤

公民館かながわ

「
今 、

公
民
館
で
」

今 、
公
民
館を
含め
社
会
教
育
施設

の
運
営は 、
非
常に
厳しい
状
況に
あ

りま
す 。
指
定
管
理
者
制
度の
創
設に

よ
り
民
間へ
の
管理
委託を
推
進し
行

政
負
担を
少しで
も
減ら
そ
うと
する

動きは 、
あら
ゆる
施設で
検
討され

実施されつつ
ありま
す 。
昨年四
月か

ら
生
涯
学
習
課
長と
兼ねて
中
央公
民

館の
館
長を
拝
命した
と
きか
らこ
の

問題は
絶え
ず
私の
意
識の
どこ
か
に

張り付い
て
離れることは
あ
りません 。

本
年四
月か
ら生
涯
学
習
課が
事
務

室を
中
央公
民
館
内に
置くよ
うに
な

りま
した 。
現
場の
中に
身を
置き
そ

の
活
動を
内
側か
ら
見る
につ
け
遅ま

き
な
が
ら
公
民
館の
必
要
性 、
重
要
性

に
改め
て
気
付か
され
る
毎日で
す 。

そして 、
カ
ル
チャ
ーセン
ター
化

や
貸し
館
化の
進
行は 、
確
実に
当
館

に
も
影を
落と
してい
ま
す 。
公
民
館

が
持つ
べ
き地
域の
教
育 、
学
習
機
関

と
して
豊か
な地
域
社
会を
育むとい

う
本
来の
活
動を
如
何に
した
ら
実現

で
きるの
で
しょ
うか 、
ほ
ん
と
うに

様々
な
問題が
公
民
館を
取り
巻い
て

い
ま
す 。

今思
うこ
と
は 、
採
算ば
か
りを

優

先し
ない
で
サービ
ス
を
するこ
と
が

必
要では
ない
かとい
うこ
と
で
す 。

それ
を
するの
が
行政の
本
来の
姿で

は
ない
かと
思い
ま
す 。
コ
ス
ト

計
算

では
現れ
ない
プ
ラス
の
要
素を
見つ

けるこ
と
を
仕
事の
中の
楽しみ
と
し

な
が
ら
日々
過ご
してい
ま
す 。

「
利
用
者に
参加して
よ
かっ
た
と

心か
ら
満
足してい
た
だ
ける
事
業が

実
施で
き
てい
る
か 。」「
利
用
者
に
気

持ちよ
く

帰っ
てい
た
だ
ける
よ
う
職

員の
心
遣い
が
行き
届い
てい
る
か 。」

そして 、
「地
域
や
学
校との
連
携が

うま
くと
れてい
る
か 。」こ
ん
なこ
と

をつ
らつ
ら
と
考えて
み
るこ
と
が 、

公
民
館の
さ
ら
なる
発展に
繋がっ
て

来るの
では
ない
かと
考えてい
ま
す 。

今
年
大
井町は 、
町
制
施
行五
十
周

年を
迎え
ま
した 。
こ
の
節目の
年に 、

当
館で
第四
十八
回
神
奈川
県公
民
館

大
会が
開
催され
ま
す 。
精一
杯い
い

大
会に
したい
と一
同
頑
張っ
てい
ま

す 。
皆
様のご
来
館を
心か
ら
お
待ち

してい
ま
す 。

編

集

後

記

今
年
度か
ら
広
報
部会の
メンバ
ー

も
大き
く
入れ
替わ
り 、
暗
中
模
索の

編
集
作
業に
不
安を
感じつ
つ
も
情
報

交
換を
楽しみ
な
が
らの
作
業で
も
あ

りま
した 。

心
配が
多い
中でのス
タ
ー
トで
し

た
が 、
原
稿を
執
筆い
た
だ
き
ま
した

皆
様 、
調整を
図っ
てい
た
だ
き
ま
し

た
関係
市町の
職
員の
皆
様をは
じめ 、

県公
連を
支え
る
多くの
皆
様のご
協

力の
もと 、
よ
うや
く

発
行の
運び
と

な
りま
した 。
こ
の
場を
借りて
厚く

お
礼
申し
上
げま
す 。

県公
連の
テlマ
に
も
あ
りま
した

が 、
こ
の「公
民
館か
な
がわ」
が"
地

域
社
会の
創
造“の一
助と
なれ
ば(
言

い
過
ぎか
な
?)

幸い
で
す 。
率
直な

ご
意
見ご
感
想など
が
あれば
お
寄せ

い
た
だ
ければ
と
思い
ま
す 。

〔
広
報
部
会
員〕

湯口
進一
(
平
塚
市)

高
橋
陽
子(
大
和
市)

下
島

浩(
座
間
市)

笠
間
良
平(
南
足
柄
市)

大
山

正
(
寒川
町)

五
十
嵐
徹(
湘南三
浦
教
育

事
務
所)

表

紙

解

説

〈
よ
み
が
え
る
箱
根
関
所〉

箱
根
町

平
成
十
九
年
春
の
完
成
に
向
け
て、

復
元
工
事
進
行
中

箱
根
関
所
は、

江
戸
側、

京
側
そ
れ

ぞ
れ
に
江
戸
口
御
門、

京
口
御
門
を
置

き、

御
門
内
の
湖
側
に、

大
番
所
・

上

番
休
息
所、

外
屋
番
所、

厩、

雪
隠、

御
制
札
場、

山
側
に、

足
軽
番
所、

雪

隠、

高
台
に
遠
見
番
所
が
あ
り、

御
門

外
に
は
江
戸
口
と
京
口
の
そ
れ
ぞ
れ
に

千
人
溜
り
が
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は、

近
年、

静
岡
県
韮
山
町
の

江
川
文
庫
か
ら
発
見
さ
れ
た
江
戸
末
期

の
解
体
修
理
報
告
書
「
相
州
箱
根
御
関

所
御
修
復
出
来
形
帳」

に
よ
り、

建
物

な
ど
の
全
容
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き

た
た
め
で
す
。

町
で
は、

国
や
県
の
支
援
を
得
て、

平
成
十
一

年
度
か
ら
十
三
年
度
ま
で
建

物
の
礎
石
や、

構
造
物
の
発
掘
調
査
を

行
い、

そ
の
成
果
を
受
け
て
十
五
年
度

ま
で、

芦
ノ
湖
側
に
あ
っ
た
大
番
所
・

上
番
休
息
所、

厩、

雪
隠、

京
口
御
門

の
ほ
か、

石
垣、

石
段
の
復
元
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

復
元
工
事
は
終
盤

に
入
り、

十
六
年
の
大
番
所
・

上
番
休

患
所
や
厩
な
ど
に
続
き、

今
年、

足
軽

番
所
や
江
戸
口
御
門
な
ど
が
完
成
し、

公
開
を
は
じ
め
ま
し
た
。

こ
の
あ
と、

千
人
溜
り
や
杉
並
木
に
続
く
道
な
ど
も

整
備
し、

い
よ
い
よ
平
成
十
九
年
春、

箱
根
関
所
は
よ
み
が
え
り
ま
す
。


